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開催趣旨 

日建連_曽根：2014

年 11 月の『施工 BIM

のスタイル 施工段

階における元請と

専門工事会社の連携手引き 2014』発

刊以降、施工 BIM に取組む専門工事

会社が増えてきました。 

施工 BIM の更なる展開や発展には、

専門工事会社の方々との意見交換な

どを通じて現状を把握するとともに、

課題と苦労を共有し、それらの解決

に向けて連携することが必要不可欠

と考えています。 

専門工事会社 BIM 連携 WG では、

いままでにも鉄骨、設備、金属建具、

施工図などの専門工事会社の方たち

が一同に集まる情報交換会を 4 回開

催してきました。それらの記録は日

建連 HP に掲載されています。 

施工 BIM に取組まれている専門工

事会社が増えていることを踏まえ、

本年度は実践的、具体的な意見交換

を意図して、工種ごとに専門工事会

社に集まっていただき、意見交換を

する場を設けることとしました。そ

れにともない、会の名称を変更して

います。 

まずは昇降機設備メーカーの皆さ

んとの意見交換会を開催する運びと

なりました。活発な意見交換を期待

しています。 

今回の意見交換会は、元請から専

門工事会社への質疑から始めたいと

思います。 

BIM モデル合意の実践 

日建連_金子：皆さん

の取組みをお伺いし、

図面作成に苦労され

ていることが分かり

ました。日建連が提案している「BIM

モデル合意」は図面作成の省力化効

果が期待できるのですが、通常元請

に提出する図面は内製されているの

でしょうか？それとも外注されてい

るのでしょうか？ 

東芝_平手：図面作

成は、内製と外注両

方あります。標準タ

イプのエレベータ

ーは外注、特殊案件や BIM 案件は内

製しています。 

三菱_梅木：内製と

外注の両方ありま

す。その時の繁忙状

況次第です。BIM も

両方で対応しています。 

フジ_比佐：当社では、図面作成はほ

ぼ自社内で作成しています。 

日立_渋木：図面は

当社グループ会社

で全て作図してい

ます。BIM 案件は内

製しています。現在、グループ会社

に BIM 教育中です。 

日建連_金子：「BIM モデル合意」で

は、施工現場での調整会議に関係者

全員が参加し、持ち帰り検討を無く

し、その場で決定することが理想で

す。人材の面でこの方法を展開する
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ことは可能でしょうか？ 

東芝_平手：全現場に対し、その場で

結論を出せる体制を整えるのは現状

では難しいです。というのも、BIM

対応は社内でも新たなミッションで

あり、どの部署が対応すべきかとい

った問題があります。 

三菱_梅木：設計的な判断ができる人

と BIM を扱える人は異なり、2 人 1

組で対応することになるかと思いま

す。今後教育で対応していく計画で

すが、現時点では、それを全現場で

対応することは人数的に難しいです。 

フジ_比佐： BIM 対

応を 1 人でやってい

る現状では、難しい

と思います 

日立_渋木：我々としても、そうした

いですが、現状では難しいです。 

日建連_金子：「BIM モデル合意」の

普及には BIM だけでなく実務の知識

も持った人材育成が必要ですね。 

BIM 取組みの現状 

日建連_室井：当社

も 全 現 場 で 施 工

BIM の適用に向け

て取組んでいる中、

現状は、生産性向上につながる物件

を選んでいます。皆さんも同じ状況

にあると思われます。こうした状況

の中で今後、元請の要請に関わらず

会社として BIM に取組まれるのでし

ょうか？ 

東芝_平手：現在、会社として BIM に

取組んでいます。営業的側面もあり

ますが自社の生産性向上に有効と考

えています。しかし、元請が BIM を

辞めると社内ではやりにくくなる面

があることは否めないです。 

日建連_室井：元請が BIM でやりたい

と言ってもモデルが提供されない場

合などもあるのではないですか？ 

東芝_平手：元請側にも始めたばかり

の物件など取組み姿勢は様々ですの

で、その物件ごとに求められる形で

対応しています。 

三菱_梅木：現状は、自主的には取組

まないのが実状です。現在は、元請

からの要請に確実に応える体制を整

備しています。会社としての取組み

は次の段階と考えています。 

フジ_比佐：当社も、積極的にこちら

から施工 BIM を持ちかける体制では

ありません。元請からの要望がある

時のみ対応しています。 

日立_渋木：会社として BIM に取組ん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

でいく方向にあります。社内的には、

工場サイドから BIM 導入の効果を求

められています。これに対しては、

修正手間の低減がメリットと考えて

います。 

日建連_室井：案件によっては元請か 

らの BIM 対応を断る場面もあるかと

思います。その時の理由は何でしょ

うか？ 

三菱_梅木：元請から建物モデルをも

らえなくても、原点だけ決めてもら

えれば当社のモデルを提供していま

す。断る場合は、BIM スタッフが忙

しいときです。特殊な例では、展望

用エレベーターなどでビス 1 本まで

のモデルを求められることがありま

したが、その時はお断りしました。 

日建連_室井：元請からの BIM 対応の

依頼は、設計部門が要求することと

施工部門が要求することがあります。

展望用などは設計的な検討ですね。

施工 BIM では対応可能と言うことで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昇降機設備工事における施工 BIM（日立ビルシステム） 
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三菱_梅木：そうです。 

フジ_比佐：当社もお断りする場合は、

BIM スタッフの繁忙度が要因です。 

日建連_室井：元請でも地域によって

施工 BIM に対する温度差を感じるこ

とがあります。エレベーター会社で

は、地域によって BIM 対応に差があ

りますか？ 

フジ_比佐：当社の BIM スタッフは、

東京と大阪にいます。全国どこでも、

すぐに対応できるかというとその時

の状況によりますが、地方の現場で

も東京か大阪から応援により対応す

ることになります。 

日立_渋木：地域による差ではなく、

基本的にその時の繁忙度によるとこ

ろが大きいです。全国の現場に対し、

BIM 対応は東京で対応しています。 

東芝_平手：全国の支社で BIM ソフト

の導入・教育を進めています。但し、  

BIM を回す人材はまだ少ないので東

京、 関西 から支援して対応して 

います。 

三菱_梅木：東京、大阪、名古屋に対

応人材を配置しています。その他の

地域は、ここから応援派遣し対応し

ています。 

BIM 連携をはじめる時期 

日建連_室井：「施工 BIM」では施工

段階から取組んでも十分メリットが

得られます。一方、設計施工案件に

限れば、元請にとっては設計段階か

ら早く連携した方が得られるメリッ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トは大きいと思います。そこで、元

請との連携を始めるタイミングにつ

いて、どの時点から連携を取るのが

望しいでしょうか？ 

三菱_梅木：会社としてはどの段階か

らでも対応できます。まだ受注して 

いなくても動くことは出来ます。 

日建連_曽根：設計施工案件を前提と

した場合、どの段階で始めることが

多いでしょうか？ 

三菱_梅木：現状実績として多いのは、

受注後となります。元請にとっては 

着工後ということです。 

日建連_室井：その場合、鉄骨継手位

置の変更などは難しいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三菱_梅木：確かに BIM のメリットを

最大化するには、設計段階から入っ

た方が理想と思います。連携を始め

る条件としては、エレベーターのス

ペックがある程度決まっていること

が最低条件かと思います。 

東芝_二上：実際は

受注後が多いです

が、どこからでも対

応できます。内示を

早めにいただくことで、より効果の

高い BIM 連携が 可能となります。 

日立_渋木：どの時点でも対応してい

ます。受注前でも、実際は図面を出

しています。その時点よりも前から

鉄骨 FAB との連携事例（東芝エレベータ） 

機械室レイアウトにおける BIM 活用事例（三菱電機） 
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BIM 対応したいということですか？ 

日建連_室井：BIM に関わらず、2 次

元であっても、より早い段階で連携

したいと考えています。この観点で

どの時点から連携できるのですか？ 

日立_渋木：受注前でも依頼があった

時点で対応は可能です。 

フジ_比佐：連携を開始するタイミン

グはいつの時点でも対応できます。

スペックが決まっているのが最低条

件です。 

2D と BIM で秘密保持に違いは？ 

日建連_室井：BIM 対応に対して別途

の費用は必要でしょうか？ 

東芝_平手：BIM 対応用の費用はいた

だいていません。 

日建連_室井：BIM 連携する際、守秘

義務契約の現状はいかがですか？ま

た同じ物件で同業他社が混在する場

合はどうお考えですか？ 

東芝_平手：実態として、正式な守秘

義務契約は今までに 1 回しか結んで

いません。元請から要請がある時の

み対応する形です。2D でも BIM でも

それは変わりません。JV を組んだ案

件でも同じです。形状レベルのデー

タであれば、特に問題ないと考えて

います。 

日建連_曽根：データ提供において、

2D 図面と BIM モデルでは違いがあ

りますか？ 

東芝_平手：BIM モデル作成に使って

いる自社開発部品にはある種のロジ 

ックを組み込んでいます。このロジ

ックは各社のノウハウと言えます。

ですから、ネイティブデータを提供

することには抵抗があります。IFC 形

式であっても、全ての属性が出てし

まうことにも抵抗があります。 

日建連_曽根：設計段階と施工段階で

は提供するデータを使い分けていま

すか？ 

東芝 平手：特に使い分けていません。 

三菱_梅木：2D 図面では受注前後で詳

細度変えていました。BIM では同じ

です。秘密保持契約を結んだ実績は 2

回程度です。 

日建連_友景：エレ

ベーター会社が部

品データを一般公

開しているところ

もありますね。公開される部品は IFC

になるのですか？ 

三菱_梅木：一般公開用はカタログベ

ースの、パラメータを絞ったネイテ

ィブデータを公開する予定です。 

日建連_染谷：過去の

事例で、仮設メーカ

ーとBIM 連携した際

に同業他社に渡さな

いで欲しいと言われたことがありま

す。エレベーター会社の場合は、鉄

骨ファブとの調整が多いと思います

が、他工種へ提供する場合は IFC で

あれば問題ないと考えてよいです

か？ 

三菱_梅木：IFC であれば秘密保持な

しで問題ないと考えています。 

日建連_染谷：データ容量の問題など

もあり、元請ではネイティブデータ

が欲しい時もあります。 

三菱_梅木：他工種への提供であれば、 

ネイティブデータの提供も対応しよ

うと考えています。同業他社に渡る

のは困ります。 

フジ_比佐：二次部材を落とし込むこ

とに BIM を使うものと考えています

ので守秘義務契約は不要と考えてい

ます。元請から要請があれば対応し

ますが、こちらから要請することは

ないと思います。 

日立_渋木：当社もこちらから要請す

ることはないです。これまで IFC 形

式でデータを提供することが多いで

すが、秘密保持の観点ではなく、連

携相手と BIM ツールが異なることが

多かったからと思います。 

元請の BIM ツールは？ 

日建連_曽根：皆さんから元請側に聞

きたいことはありませんか？ 

フジ 比佐：元請側では、どの BIM ツ

ールを使用しているのでしょうか？ 

（各社より回答） 

日建連_曽根：『施工 BIM のスタイル

2014』では、キックオフミーティン

グで、お互い使用するツールとその

バージョンを確認することを明記し

ています。 
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元請への要望 

東芝_二上：元請が実施するフォロー

アップミーティングは、社内で好評

です。施工 BIM に対応しても、その

結果が知らされないパターンが多い

のが実情です。今後、元請には是非

結果の共有をお願いしたいです。 

日建連_金子：当社では生産性向上に

寄与した専門工事会社の表彰制度が

あり、2016 年度は BIM に積極的に取

組んでいる専門工事会社が表彰され

ました。 

日建連_室井：元請からの要望も、現

場ごとにばらつきがあると困ると思

います。実際の現場では、どんなこ

とがありましたか？ 

日立_平野：定例会

議に参加する準備

は現場により異な

ります。元請が事前

にチェックするべきか、専門工事会

社がチェックするべきか、どうでし

ょうか？ 

日建連_曽根：統合モデルの使い方に

は２つの目的があります。一つは提

供されたモデル間での干渉チェック

です。これは元請の仕事と考えてい

ます。もう一つは、専門工事会社か

らここに部材取付用の下地が欲しい、

などのコミュニケーションに使うこ

とが目的です。このような部分は専

門工事会社に BIM モデルの提出をお

願いしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日立_渋木：その際、どの形で出すの

が良いでしょうか？キャプチャ程度

でも良いでしょうか？ 

日建連_曽根：画面キャプチャに寸法

が記載された情報でも問題ない場面

もあります。例えば、鉄骨ファブが

使用している BIM ツールにデータが

取込めないこともあるからです。こ

れはツール上の大きな課題と認識し

ています。 

現状では調整すべき項目に応じて

ケースバイケースで対応していく必

要があると思います。 

失敗事例 

日建連_曽根：これまでの取組みで、

失敗した事例や反省点があれば、教

えて下さい。 

フジ_栁沢：IFC に変

換したときに、デー

タ容量が大きくなり

すぎた。鉄骨ファブ

との連携時に原点の取り決めをしな

かったなどがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三菱_奥野：我々もデ

ータ連携時に原点の

トラブルを一度経験

しています。高さ方

向の基点が GL か最下階かは、特に注

意しています。 

モデルの統合に関しては、サーバ

ーへのアップロードの形でデータを

求められた案件がありました。この

際、社内のセキュリティ上対応が難

しかったことがあります。出来れば、

IFC ファイルを提出する形としてい

ただきたい。 

日建連_曽根：施工 BIM では複数の会

社間でデータ共有が必要となります。

セキュリティに考慮した共有環境を

整える必要がありますね。 

東芝_二上：BIM モデルで打合せを行

ったが現場に伝わっておらず納まら

なかったことがありました。 

日建連_曽根：元請が提供するモデル

は、設計変更などをどこまで反映さ

せたモデルなのかを明確にして渡す

必要があります。 

干渉チェック事例（フジテック） 
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最新版の管理は 2D 図面、BIM モデ

ルに関わらず元請に求められます。 

他工種との意見交換会  

日建連_曽根：今回、同業の方にお集

まりいただきましたが、他の工種の

方との意見交換会の開催については

いかがですか？ 

フジ_栁沢：鉄骨ファブとは、是非意

見交換をしたいと思いま 

す。 

日立_渋木：取り合い調整の相手は鉄

骨ファブがほとんどです。 

日建連_曽根：鉄骨ファブとの意見交

換会については、時期をみて開催を

企画したいと思います。 

本日は長時間ありがとうございま

した。 

（2017 年 3 月 22 日 日建連会議室にて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


